
事業のイメージ事業の内容

米の需要拡大のための新たな商品の開発等・ニーズに基づく播種前契約のための取組

○ 食生活の変化や人口減少に伴い、米の需要減少が継続する中で、主食用米の需給の安定に向けて、
１ 米の新たな需要の拡⼤・創出を図るため、米を利用した新たな商品の開発等の取組
２ 実需者のニーズを播種前契約を通じて生産に反映させるため、播種前契約の推進のための取組 を支援します。

農林⽔産省

米を利用した新たな
商品開発等に取り組む

事業実施者（中食・外食事業
者、食品メーカー等）

補助⾦

申請
1(2)
の取組

販路開拓

補助⾦

米穀周年供給・需要拡⼤支援事業のうち

１．米を利用した新たな商品の開発等の取組

（１）新商品の開発・販路開拓のための環境整備＜事業実施主体が実施＞

① 新商品開発等を行う事業実施者の公募選考（事務局機能）

② 米の需要拡大・創出のための取組

新商品に関するアイデアコンテスト・商談会の開催、マーケティング等

の専門家のあっせん、情報発信等、需要創出につながる取組

（２）新たな商品開発等の取組＜事業実施者が実施＞

事業実施者がこれまで製造又は販売を行ってない新規性のある商品の開

発、プロモーション等

２．ニーズに基づく播種前契約のための取組

（１）播種前契約推進のための環境整備＜事業実施主体が実施＞

① 播種前契約の取組を行う事業実施者の公募選考（事務局機能）

② ニーズに基づく播種前契約推進のための取組

優良事例調査、播種前契約に関するマニュアルやガイドラインの作成

及び当該ガイドラインの普及啓発等

（２）ニーズに基づく播種前契約のための取組＜事業実施者が実施＞

事業実施者が播種前契約締結のために行う、産地との調整・栽培指導、

播種前契約で調達した米を利用する商品開発・販売促進等

１（２）、２（２）の取組

○ 補助率：定額、1/2 ○ 補助上限：1000万円

産地と結びついた
播種前契約に取り組む

事業実施者（卸、中食・外食
事業者等）

補助⾦

商品開発
産地との調整・
栽培指導販路開拓

申請
2(2)の
取組

事業実施主体＜事務局＞
（民間事業者等）

事業実施主体＜事務局＞
（民間事業者等）

商品開発

スケジュール（イメージ）

３月頃 事業実施主体の選定

５月頃 事業実施者の公募（１（２）、２（２）の取組）

令和８年度予算概算決定額
119百万円




